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平成２５年第１回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第１号（平成２５年３月４日）
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◎議事日程

第１ 開 会

第２ 会議録署名議員の指名

第３ 会期の決定

第４ 諸 報 告

─────────────────

（本定例会に提出された事件）

第５ 議案第１号 平成２５年度三沢市一

般会計予算

第６ 議案第２号 平成２５年度三沢市国

民健康保険特別会計予算

第７ 議案第３号 平成２５年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算

第８ 議案第４号 平成２５年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算

第９ 議案第５号 平成２５年度三沢市下

水道事業特別会計予算

第10 議案第６号 平成２５年度三沢市介

護保険特別会計予算

第11 議案第７号 平成２５年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算

第12 議案第８号 平成２５年度三沢市水

道事業会計予算

第13 議案第９号 平成２５年度三沢市立

三沢病院事業会計予算

第14 議案第10号 専決処分の承認を求め

ることについて

（平成２４年度三沢市一般会計

補正予算（第５号））

第15 議案第11号 平成２４年度三沢市一

般会計補正予算（第６号）

第16 議案第12号 平成２４年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

第17 議案第13号 平成２４年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第３号）

第18 議案第14号 平成２４年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）

第19 議案第15号 平成２４年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第
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第20 議案第16号 平成２４年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第３

号）

第21 議案第17号 平成２４年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）

第22 議案第18号 三沢市新型インフルエ

ンザ等対策本部条例の制定につ

いて

第23 議案第19号 三沢市子ども・子育て

会議条例の制定について

第24 議案第20号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第25 議案第21号 三沢市立児童館設置条

例の一部を改正する条例の制定

について

第26 議案第22号 三沢市ひとり親家庭等

医療費給付条例の一部を改正す

る条例の制定について

第27 議案第23号 三沢市寺山修司記念館

条例の一部を改正する条例の制

定について
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第28 議案第24号 三沢市都市公園条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第29 議案第25号 三沢市農業集落排水処

理施設条例の一部を改正する条

例の制定について

第30 議案第26号 三沢市水道事業の設置

等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について

第31 議案第27号 上十三地域４消防本部

消防通信指令事務協議会の設置

について

第32 議案第28号 青森県新産業都市建設

事業団に委託すべき事業に関す

る計画の一部変更について

第33 議案第29号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

第34 提案理由の説明

─────────────────

第35 議案の説明（省略）

─────────────────

第36 議員提出議案第１号 三沢市議会委
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─────────────────
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１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────
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議規則の一部を改正する規則の

制定について

─────────────────
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１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑
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─────────────────

第38 請願第１号 米軍及び防衛省発注の
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民健康保険特別会計補正予算

（第２号）
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会議条例の制定について
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給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第25 議案第21号 三沢市立児童館設置条

例の一部を改正する条例の制定

について
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医療費給付条例の一部を改正す
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第27 議案第23号 三沢市寺山修司記念館

条例の一部を改正する条例の制

定について

第28 議案第24号 三沢市都市公園条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第29 議案第25号 三沢市農業集落排水処

理施設条例の一部を改正する条

例の制定について
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等に関する条例の一部を改正す
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消防通信指令事務協議会の設置
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─────────────────

日程第３８の議事

１．委員会付託

─────────────────

◎出席議員（１８名）

議長 １番 舩 見 亮 悦 君

副議長 １２番 堀 光 雄 君

２番 髙 橋 武 志 君

３番 加 澤 明 君

４番 奥 本 菜保巳 君

５番 瀬 崎 雅 弘 君

６番 澤 口 正 義 君

７番 鈴 木 重 正 君

８番 太 田 博 之 君

９番 野 坂 篤 司 君

１０番 春 日 洋 子 君
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１３番 小比類巻 正 規 君

１４番 小比類巻 雅 彦 君

１５番 馬 場 騎 一 君

１６番 山 本 弥 一 君

１７番 堤 喜一郎 君

１８番 森 三 郎 君

─────────────────

◎欠席議員（０名）

─────────────────

◎説明のため出席した者（２６名）

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 米 田 光一郎 君

総 務 部 長 佐々木 卓 也 君

民 生 部 長 宮 古 健 一 君

健康福祉部長 宮 古 直 志 君

経 済 部 長 中野渡 進 君

建 設 部 長 中 西 敬 悦 君

上下水道部長 今 村 哲 也 君

政 策 推 進 監 尾 形 豊 君

総 務 部 参 事
繋 範 雄 君

兼 秘 書 課 長

民 生 部 参 事
大 沢 武 彦 君

兼国保年金課長

建 設 部 参 事
沼 山 明 君

兼都市整備課長

政策調整課長 山 本 剛 志 君

財 政 課 長 山 本 紀 雄 君

総 務 課 長 平 出 修 一 君

家庭福祉課長 内 山 清 志 君

健康推進課長 小 泉 博 君

土 木 課 長 浪 岡 博 司 君

下 水 道 課 長 織 笠 一 任 君

水道施設課長 和 田 一 成 君

三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

消 防 長 田 村 斎 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 吉 田 健 君

教 育 部 長 山 本 文 彦 君

代表監査委員 和 泉 英 世 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 中 村 健 一 君

副参事兼次長 村 井 拓 司 君

庶 務 係 長 大 塚 英 知 君

主 査 山 本 聡 君

主 事 一 戸 剛 君

─────────────────

◎会議録署名議員

６番 澤 口 正 義 君

１４番 小比類巻 雅 彦 君
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午前１０時００分 開会

─────────────────

◎日程第１ 開 会

○議長（舩見亮悦君） 出席議員は定足数に

達しておりますので、会議は成立いたしまし

た。

これより、去る２月２１日告示招集されま

した平成２５年三沢市議会第１回定例会を開

会します。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第１号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第２ 会議録署名議員の指名

○議長（舩見亮悦君） 日程第２ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、６番澤口正義議員、１

４番小比類巻雅彦議員の両氏を指名します。

─────────────────

◎日程第３ 会期の決定

○議長（舩見亮悦君） 日程第３ 会期の決

定を行います。

お諮りします。

今定例会の会期は、会期日程表案のとお

り、本日から３月１４日までの１１日間とし

たいと思います。これに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、会期は、本日から３月１４日まで

の１１日間と決定しました。

─────────────────

◎日程第４ 諸報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第４ 諸報告

は、印刷してお手元に配付したとおりです。

御了承願います。

─────────────────

◎日程第 ５ 議案第 １号から

日程第３３ 議案第２９号まで

○議長（舩見亮悦君） 次に、日程第５ 議

案第１号から日程第３３ 議案第２９号まで

の全議案を一括上程します。

─────────────────

◎日程第３４ 提案理由の説明

○議長（舩見亮悦君） 日程第３４ 提案理

由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） おはようございま

す。

本日ここに、平成２５年三沢市議会第１回

定例会が開催され、平成２５年度当初予算を

はじめとする各議案の御審議をお願いするに

当たりまして、私の市政運営に関する基本姿

勢と、その所信を明らかにし、提出いたしま

した議案の概要を御説明申し上げ、議員各位

並びに市民の皆様方の御理解と御協力を賜り

ますように心からお願いするものでありま

す。

さて、「地震 海鳴り ほら津波」という

震嘯災記念碑に刻まれた未来への警鐘と教訓

の言葉を御存じかと思います。

今から８０年前の昭和８年３月３日未明に

発生した、岩手県釜石東方沖を震源とする地

震による三川目と四川目の大津波による惨状

と、その戒めを現在に伝えている記念碑であ

ります。

この２基の碑が私たちに戒めた警戒と予防

の言葉が、平成２３年３月１１日の東日本大

震災時に生かし切れなかったことは、大変遺

憾であり、改めて過去に学ぶ大切さを感じて

おります。

７８億３,５００万円を超える被害が発生

しました東日本大震災からの復旧につきまし

ては、昨年、この場におきまして、着実にス

ピード感を持って全力を傾注し、なし遂げる

旨を申し上げました。おかげさまをもちまし

て、懸案でありました重要な漁港施設であり

ます漁民研修施設や漁民厚生施設等の復旧の

めどがつき、復旧対策から復興対策へと、そ

の歩みを進める節目となります。

これもひとえに市民の皆様や議員各位の御

理解、御協力のたまものと衷心より感謝申し

上げます。

数々の災害から復興をなし遂げてまいりま
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した市民の皆様の力とともに、警戒と予防の

戒めを忘れることなく、災害に強い、安全で

安心して暮らせる三沢市を未来に向け築いて

まいる所存であります。

さて、平成２０年度からスタートいたしま

した三沢市総合振興計画も、前期基本計画か

ら後期基本計画へとたすきをつなぐこととな

ります。

三沢市総合振興計画後期計画は、社会状況

の変化や、これまでの５年間の課題と成果を

踏まえるとともに、刻々と移り変わる時代の

変化に柔軟な対応をしながら、まずもって市

民福祉の向上と震災復興をさらに加速させる

とともに、当市の基本理念であります「人と

まち みんなで創る 国際文化都市」の実現

を目指し、今後５年間の各分野における施策

を展開するため、「人づくり」、「まちづく

り」及び「生活づくり」の三つのキーワード

を重点プランに掲げ、市民の皆様とともに実

践し、スピード感を持って魅力あるまちづく

りの創造に挑戦し、「市民とともに歩む、市

民本位のまちづくり」に全力を挙げて取り組

んでまいりますので、市民の皆様並びに議員

各位におかれましては、引き続き市政運営に

御支援、御協力を賜りたいと存じます。

それでは、議案第１号平成２５年度三沢市

一般会計予算について、その概要を御説明申

し上げます。

我が国経済の動向は、東日本大震災の復興

需要が引き続き下支えする中で、海外経済の

状況が改善するにつれ、再び景気回復へ向か

うことが期待されておりますが、雇用や所得

環境の先行き、また、デフレの影響等にも依

然として不安感があり、今後においても予断

を許さない状況にあります。

国においては、政権交代に伴い、日本経済

再生に向けた緊急経済対策が閣議決定され、

日本経済再生に向けて大胆な金融政策、機動

的な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略

の「３本の矢」で、長引く円高あるいはデフ

レ不況から脱却し、雇用や所得の拡大を目指

すこととし、平成２５年度予算を「復興・防

災対策」、「成長による富の創出」、「暮ら

しの安心・地域活性化」に重点化し、中長期

的に持続可能な財政構造を目指すことを基本

とした予算編成を行い、一般会計予算案は、

前年度当初予算に比べ２.５％増の９２兆６,

１１５億円となったところであります。

一方、当市の財政状況は、歳入については

市税等の自主財源や、地方交付税を含む、い

わゆる依存財源においても大幅な増加を見込

むことができず、先々の見通しが極めて不透

明となっていること等から、依然として厳し

い財政環境に置かれているところでありま

す。

このような中、当市の平成２５年度の当初

予算編成に当たりましては、目的及び成果志

向による行政経営システムに基づき、事務事

業評価等の結果を的確に予算編成に反映する

とともに、行財政改革との一体的な取り組み

により、将来世代への持続可能な財政構造を

確立するための予算編成を基本方針とし、三

沢市総合振興計画の基本理念であります「人

とまち みんなで創る 国際文化都市」建設

のために、「健康で助け合うまちづくり」、

「環境と共生して安心できるまちづくり」、

「豊かな心と体を育むまちづくり」、「働き

暮らせるまちづくり」、「生活に便利なまち

づくり」及び「健全で開かれたまちづくり」

の六つの都市像の実現を目指したところであ

ります。

この結果、平成２５年度三沢市一般会計当

初予算は、歳入歳出ともに２０４億９,７０

０万円となり、前年度当初予算に比較しまし

て１０億９,５００万円、率にして５.１％の

減となったところであります。

それでは、平成２５年度における主要施策

に対する予算措置の主なるものについて御説

明申し上げます。

まず第１に、「健康で助け合うまちづく

り」についてであります。

少子高齢社会の今日、高齢者等が健康で生

き生きと社会参加でき、障害者等を地域社会

で支え合い、また、自立を支援するために、
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社会福祉協議会が実施する住民参加型活動の

推進や障害福祉サービス給付費等の自立支援

給付費、扶助費等に所要の予算を措置したほ

か、高齢者の要介護状態への進行を防止し、

自立した日常生活の確保や生活相談等のため

のデイセンター運営費に所要の予算を措置い

たしました。

さらには、誰もが安心して子供を生み育て

ることができるよう妊婦委託健康診査の無料

診査事業や母子集団健康診査事業を継続する

とともに、新規事業として、未熟児養育医療

費を給付するほか、当市の特色ある事業であ

ります地産地消でわんぱく家族米支給事業も

継続実施いたします。

母子家庭に対する支援といたしましては、

新規事業として、母子家庭の就職に際し、生

活の安定に資する資格の取得と自立の促進を

図るための自立支援教育訓練給付金を給付す

る母子家庭等対策総合支援事業を実施いたし

ます。

また、児童福祉の向上として、保護者が安

心して就業できるように、延長保育促進事業

や病児・病後児保育事業のほか、供用を開始

する木崎野児童クラブの運営に要する経費や

既存児童館の指定管理料、各種扶助費等に所

要の予算を措置いたしました。

市民の健康づくりの推進では、市民の健康

の維持増進を目的に、健康診査、健康教育、

健康相談及び訪問による保健指導等を実施す

る健康増進対策事業や各種ワクチンの接種費

用助成事業についても、引き続き所要の予算

を措置いたしました。

また、市民により身近で質の高い医療・保

健サービスを提供するため、対象者を中学生

まで拡大をいたしました子供医療費給付事業

や、ひとり親家庭等に対する医療費給付事業

等の各種医療費給付事業についても、引き続

き所要の予算を措置いたしました。

第２に、「環境と共生し安心できるまちづ

くり」についてであります。

地球温暖化等の環境問題やエネルギー問題

に対応するため、新エネルギービジョンに基

づき、消防本部庁舎に太陽光発電及び風力発

電と蓄電池の設置事業を実施するほか、市民

の快適な生活環境を守るためのじんかい処理

費や焼却施設の補修工事のための清掃セン

ター整備事業等に、引き続き所要の予算を措

置いたしました。

また、子供や高齢者が安全で安心して生活

できるよう交通整理員設置費や防犯灯維持費

にも、引き続き所要の予算を措置したところ

であります。

防災対策につきましては、自主防災組織の

体力強化や資機材の整備を図るとともに、提

案型防災事業に対する補助金に所要の予算を

措置いたしました。

東日本大震災や８０年前の昭和８年三陸大

津波の被害と教訓を風化させることなく、後

世に伝承するとともに、防災意識の啓発に資

するために、「津波の碑」建設事業に所要の

予算を措置いたしました。

また、災害復旧関連につきましては、漁港

内施設災害復旧事業等として、懸案でありま

した漁民研修施設、漁協事務所及び漁民厚生

施設等の用地購入や建設工事等に要する経費

に所要の予算を措置いたしました。

消防費につきましては、消防ポンプ自動車

の更新に伴う整備事業や上十三地域消防指令

業務の共同運用に伴う共同指令センターの整

備等に要する負担金等、所要の予算を措置い

たしました。

第３に、「豊かな心と体を育むまちづく

り」についてであります。

これまでも積極的に取り組んでまいりまし

た国際化事業につきましては、グローバルな

視野に立った人材育成のために、当市の国際

的な地域特性を生かした新たな取り組みとし

て、国内の著名講師や基地内大学教授等によ

るセミナーを青森県とともに共同開催するグ

ローバル人材養成セミナー事業を実施するほ

か、市民や子供たちの国際性を養い、外国の

多様な文化への理解が深まるよう国際交流事

業として、姉妹都市委員会補助金やジャパン

デー・アメリカンデーに対する補助金のほ
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か、国際理解教育や市内全小中学校に英語指

導助手を派遣する英語教育推進事業等にも、

引き続き所要の予算を措置いたしました。

また、小中学校において支援の必要な児

童・生徒の生活環境の充実を図るため、特別

支援教育支援員をさらに４名増員し、２８名

配置することにいたしました。

スポーツの振興につきましては、スポーツ

推進補助金として、第６３回全国高等学校ス

ケート競技・アイスホッケー競技選手権大会

補助金や各種大会選手派遣費、大会運営費補

助金等、引き続き所要の予算を措置したほ

か、仮称でありますが、国際交流スポーツセ

ンターの整備につきましては、施設や外構の

実施設計業務に要する委託料等、着実にその

実現に向けた予算を措置いたしました。

第４は、「働き暮らせるまちづくり」につ

いてであります。

当市の基幹産業であります農業、漁業はも

とより、観光や新たな産業創出への支援、地

場産業の競争力強化等、市経済の活路を切り

開いていくために、農業では、次世代育成振

興として、新規就農者の就農後の所得を確保

する青年就農給付金や、農地の集団化と経営

規模の拡大や高能率農業の展開を図る県営北

三沢地区経営体育成基盤整備事業等、主要事

業に対する各種負担金、補助金に所要の予算

を措置いたしました。

商工業では、経済・雇用対策事業として、

住宅・空き店舗新築リフォーム補助金や中小

企業者に対する融資保証料補給金等による経

営支援を図るため、新築リフォーム支援事業

や中小企業対策資金に引き続き所要の予算を

措置いたしたほか、観光事業では、寺山修司

没後３０周年記念事業として、寺山作品のイ

メージを取り入れた三沢まつりの山車の製作

に対する補助金や特産品開発促進補助金を新

たに盛り込む等、観光資源の開発・宣伝に所

要の予算を措置いたしました。

また、企業誘致につきましては、立地いた

しました誘致企業に対する立地促進奨励金等

を交付するほか、航空機産業の企業集積等に

つきましても、その推進を図ってまいりま

す。

第５は、「生活に便利なまちづくり」につ

いてであります。

コミュニティバスにつきましては、本格運

行に移行後も多くの市民から御要望や御意見

等があり、それらを踏まえながら市民がひと

しく利用しやすい公共交通体系の検討、整備

を引き続き進めてまいりたいと思います。

また、三沢駅周辺整備につきましても、バ

スターミナルの整備を含めた基本設計に要す

る経費に所要の予算を措置いたしたところで

あります。

市道整備につきましては、引き続き市民生

活と都市機能の向上を目的とし、新規に市道

東岡三沢・堀口線ほか１整備事業や市道谷地

頭・金糞線整備事業等にも着手するほか、市

道東岡三沢・松原線整備事業及び市道堀口５

号線整備事業等、多くの継続事業の進捗を図

るため所要の予算を措置いたしました。

市営住宅の整備等につきましては、松園団

地の給湯設備の改修等を進めるとともに、古

間木団地につきましても、建てかえ事業の進

捗を図るための所要の予算を措置いたしまし

た。

第６は、「健全で開かれたまちづくり」に

ついてであります。

市民と行政が協働関係を築き、市民主体の

まちづくりを推進するため、防災及び協働の

まちづくり推進基金を活用し、協働のまちづ

くり市民提案事業費に所要の予算を措置いた

したほか、自主的な地域町内会の連帯と積極

的な活動を支援するため、三沢市連合町内会

活動費補助金に所要の予算を措置し、市民と

の綿密な連携と住民自治の確立を目指してま

いります。

次に、歳入の主なるものについて御説明申

し上げます。

まず、市税につきましては、たばこ税の増

加等による増収が見込まれることから、前年

度比１.２％の増といたしました。

地方譲与税及び地方消費税交付金等につき
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ましては、国の財政計画等を勘案し、計上し

たところであります。

国有提供施設等所在市町村助成交付金につ

きましては、前年度交付実績によりまして、

前年度比１.３％の減といたしました。

地方交付税につきましては、地方財政計画

等を勘案し、前年度比０.９％の減といたし

ました。

国庫支出金につきましては、第三中学校新

築事業費補助金や農産物加工施設設置事業費

補助金等、大型の事業が終了したことから、

前年度比３２.２％の減となり、県支出金に

つきましては、福祉関係費の自然増に伴う負

担金等の増額によりまして、前年度と比較し

て３.９％の増といたしたところでありま

す。

繰入金につきましては、繰上償還金に充当

するための財源として、減債基金を取り崩し

するほか、東日本大震災からの復旧・復興に

要する経費に充当するため、東日本大震災復

興交付金基金と復興推進基金を取り崩すこと

といたしております。

なお、基金の取り崩しに頼らない予算編成

を基本として、歳入の確保や歳出の見直しに

努めた結果、財政調整基金や公共施設等整備

基金は取り崩しをすることなく、特定目的基

金の繰り入れにとどめたところであります。

市債につきましては、農産物加工施設設置

事業の終了に伴う同事業債の減によりまし

て、前年度比５.９％の減となったところで

あります。

以上が、平成２５年度三沢市一般会計予算

の概要であります。

次に、議案第２号から議案第９号までは、

平成２５年度各特別会計等の予算でありま

す。内容につきましては、御審議の際、詳細

に御説明申し上げたいと存じますので、御了

承賜りたいと存じます。

次に、議案第１０号平成２４年度三沢市一

般会計補正予算（第５号）についてでありま

す。

この補正予算は、除雪費の支出が例年を上

回り、さらなる降雪が予想されたことから、

除雪業務に要する経費の予算措置が緊要とな

り、地方自治法第１７９条第１項に規定に基

づき専決処分したものであります。

その内容は、道路維持費に除雪業務委託料

として１億円増額補正いたしたものでありま

す。

次に、議案第１１号平成２４年度三沢市一

般会計補正予算（第６号）についてでありま

す。

今回の補正予算は、国庫補助金の決定通知

等に基づく学校施設環境改善交付金による岡

三沢小学校等のトイレ改修事業及び東日本大

震災復興推進交付金等による基金積立金の予

算措置のほか、国庫補助金事業等の確定によ

りまして、事業費の減額等やその他の事業費

の調整並びに緊要な一般行政経費の補正であ

ります。

この結果、補正総額は、歳入歳出ともに

９,０２６万５,０００円の減額補正となった

ところであり、既定額との累計では２２７億

３,７２０万円となったところであります。

次に、議案第１２号から議案第１７号まで

は、平成２４年度各特別会計の補正予算であ

ります。内容につきましては、御審議の際、

詳細に御説明申し上げます。御了承願いたい

と思います。

次に、議案第１８号から議案第２６号まで

は、行政運営上必要な条例の制定及び改正で

あります。

次に、議案第２７号は、地方自治法第２５

２条の２第１項の規定に基づき、上十三地域

４消防本部消防通信指令事務協議会を設置す

ることについて、議会の議決を求めるもので

あります。

なお、議案第２０号三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市教育委員会教

育長の給与、勤務時間等に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、行政改革

を引き続き推進するために、市長、副市長及

び教育長の給料月額を引き続き引き下げるも

のであります。
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以上、平成２５年度における市政運営に対

する所信の一端を申し上げるとともに、提案

いたしました議案の主なるものについて、そ

の概要を御説明申し上げましたが、議事の進

行に伴い、御質問に応じ、本職及び関係部長

等から詳細に御説明申し上げたいと存じま

す。何とぞよろしくお願いを申し上げます。

以上であります。ありがとうございまし

た。

─────────────────

◎日程第３５ 議案の説明

○議長（舩見亮悦君） お諮りします。

ただいま一括上程いたしました全議案に対

する当局の議案説明は、会議規則第３７条第

３項の規定により省略したいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案の説明は、省略します。

─────────────────

◎日程第３６ 議員提出議案第１号

○議長（舩見亮悦君） 日程第３６ 議員提

出議案第１号三沢市議会委員会条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題としま

す。

提案理由の説明を願います。

１５番馬場騎一議員の登壇を願います。

○１５番（馬場騎一君） 議員提出議案第１

号について、その提案理由を御説明申し上げ

ます。

地方自治法の一部を改正する法律の施行に

伴い、三沢市議会委員会条例について所要の

改正を行うため提案するものであります。

なお、詳細については、議案書に記載のと

おりでございます。

以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

申し上げます。

以上です。

○議長（舩見亮悦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により委

員会付託を省略し、本会議審議としたいと思

います。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認め、

委員会付託を省略します。

これより、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第１号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議員提出議案第１号三沢市議会委

員会条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、原案のとおり決しました。

─────────────────

◎日程第３７ 議員提出議案第２号

○議長（舩見亮悦君） 日程第３７ 議員提

出議案第２号三沢市議会会議規則の一部を改

正する規則の制定についてを議題とします。

提案理由の説明を願います。

１５番馬場騎一議員の登壇を願います。

○１５番（馬場騎一君） 議員提出議案第２

号について、その提案理由を御説明申し上げ

ます。

地方自治法の一部を改正する法律の施行に

伴い、三沢市議会会議規則について所要の改

正を行うため提案するものであります。

なお、詳細については、議案書に記載のと

おりでございます。

以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

いたします。

以上です。

○議長（舩見亮悦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により委

員会付託を省略し、本会議審議としたいと思

います。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認め、

委員会付託を省略します。

これより、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第２号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議員提出議案第２号三沢市議会会

議規則の一部を改正する規則の制定について

は、原案のとおり決しました。

─────────────────

◎日程第３８ 請願第１号

○議長（舩見亮悦君） 日程第３８ 請願第

１号を議題とします。

お諮りします。

この請願は、請願文書表のとおり基地対策

特別委員会に付託したいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、請願第１号米軍及び防衛省発注の

基地関連工事等における地元業者の受注拡大

に関する意見書の提出を求める請願は、基地

対策特別委員会に付託することに決しまし

た。

─────────────────

○議長（舩見亮悦君） 以上で、本日の日程

は終了しました。

なお、明５日及び６日は、議案熟考のた

め、本会議は休会となります。

次回本会議は７日で、市政に対する一般質

問を行います。

本日は、これをもって散会します。

午前１０時４２分 散会


